
合
言
葉
記
す

６記
念
碑
除
幕

＆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

立
県
の
シ
ン
ボ
ル
に

‥
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の

原
点
と
も
い
え
る
言
葉

「自
然
こ
そ
が
病
院
で
あ

り
、
あ
な
た
の
２
本
の
足

が
お
医
者
さ
ん
で
す
」
を

記
念
碑
の
設
置
を
喜
ぶ

イ

・
ガ
ン
オ
ク
理
事
長

（右
か
ら
２
人
目
）
ら

記
し
た
記
念
碑
が
倉
吉
パ

ー
ク
ス
ク
エ
ア
北
側
入
り

回
付
近
に
設
け
ら
れ
、
関

係
者
が
出
席
し
て
除
幕
式

が
行
わ
れ
た
。

記
念
碑
は
、
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
を
通
し
た
日
韓
交
流

の
発
展
と

「
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
立
県
と

っ
と
り
」
を
推

進
す
る
た
め
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
設
置
。

ス
テ
ン
レ

ス
製
で
、
大
韓
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
連
盟
の
イ

・
ガ
ン
オ

ク
理
事
長
が
提
唱
し
た
言

葉
と
同
理
事
長
の
足
形
が

刻
ま
れ
て
い
る
。

同
理
事
長
や
平
井
伸
治

県
知
事
、

日
本
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
協
会
の
宮
下
充
正
会

長
ら
が
出
席
し
た
式
で
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
未
来
の
岸
田

寛
昭
理
事
長
が

「全
国
、

世
界
に
広
が
っ
た
言
葉
で

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
愛
好
者
の

合
言
葉
に
な
っ
て
い
る
」

と
紹
介
。

イ
理
事
長
は
「と

て
も
光
栄
。
日
本
と
韓
国

と
を
行
き
交
う
家
族
の
よ

う
な
交
流
を
今
後
も
続
け

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

東
郷
池
コ
ー
ス
に

公
認
プ

レ
ー
ト

ノ
ル
デ
イ
ッ
ク

・

ウ
オ

ー
ク
連

盟

〇
…
湯
梨
浜
町
の
東
郷

池
を
周
回
す
る
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
が
全
日
本
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク

ｏ
ウ
オ
ー
ク

連
盟

（宮
下
充
正
会
長
）

の
公
認
コ
ー
ス
に
認
定
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
未
来

ウ
オ
＝
ク
出
発
式
で
認
定

宮
下
会
長
か
ら
認
定
プ

レ
ー
ト
を
手
渡
さ
れ
る

宮
脇
町
長

（中
央
）

プ
レ
ー
ト
の
贈
呈
式
が
行

．

わ
れ
た
。
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『
中
線

一

部
と
な

っ
て
い
る
¨
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
■
ク
ポ
ー

ル
の
貸
し
出
し
な
ど
を
行

う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
イ
ン

ス
‐ト
ラ
ク
タ
■
の
設
置
な

ど
が
認
め
ら
れ
た
。

贈
呈
式
で
は
、
宮
下
会

長
か
ら
同
町
の
宮
脇
正
道

町
長
に
認
定
プ
レ
ー
ト
が

手
渡
さ
れ
た
。
宮
脇
町
長

は

「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
リ
ブ

鋼
「
酢
議
は
「
げ
“
ぃ
っ

一


